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▲出発式後に記念撮影を行った

▲カーブミラー246枚の清掃を実施

が
変
更
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
竜
ヶ
崎

工
事
、潮
来
土
木
、土
浦
土
木
、

筑
西
土
木
、
常
総
工
事
、
境
工

事
で
各
規
格
が
上
昇
し
た
。

　
な
お
、茨
城
空
港
隣
接
地
は
、

朝
日
航
洋
㈱
が
新
た
な
へ
リ
コ

プ
タ
ー
整
備
事
業
拠
点
の
設
立

を
計
画
。
稼
働
予
定
は
２
０
２

　
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
潮
来
土
木
管
内
で
各
規

格
が
㎥
あ
た
り
３
３
０
０
～
３

６
０
０
円
上
昇
。
高
炉
ス
ラ
グ

骨
材
使
用
の
水
中
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
つ
い
て
も
、
潮
来
土
木
管

内
で
各
規
格
が
㎥
あ
た
り
３
３

０
０
～
３
６
０
０
円
上
昇
し
て

い
る
。

７
年
４
月
。
同
社
は
こ
と
し
７

月
、
創
業
70
周
年
を
迎
え
社
名

を「
エ
ア
ロ
ト
ヨ
タ
株
式
会
社
」

に
変
更
し
て
い
る
。

　
多
賀
土
木
㈱
（
日
立
市
、
松
山
昭
彦
代
表
取
締
役
社
長
）
と
安
全
協
力
親
和
会
（
鈴
木
博

巳
会
長
）
は
10
月
21
日
、
安
全
大
会
を
日
立
市
の
日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し

た
。
当
日
は
約
１
０
０
人
が
参
加
。
表
彰
や
講
演
を
通
じ
て
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
安
全
作
業
の
推
進
を
誓
い
合
っ
た
。

　
冒
頭
、
松
山
代
表
取
締
役
社

長
が
「
こ
の
１
年
、
皆
さ
ま
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
昨
年
に

続
い
て
無
災
害
を
達
成
で
き
た

こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
建

設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
建

設
業
の
プ
ロ
集
団
と
し
て
、
安

全
に
対
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、「
本
日
の
安
全

大
会
を
通
し
て
、
安
全
意
識
の

再
認
識
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
鈴
木
会
長
は
「
一
人
一
人
が

安
全
へ
の
意
識
改
革
を
行
い
職

場
全
体
の
安
全
性
を
高
め
る
こ

と
で
、
誰
も
が
快
適
に
働
け
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
が

で
き
る
。安
全
大
会
を
契
機
に
、

良
い
職
場
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
大
会
ま
で
の
１
年

間
、
安
全
に
対
し
て
功
績
の

あ
っ
た
４
者
を
表
彰
。
松
山
社

長
が
表
彰
状
を
贈
呈
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
は
、
日
立
労
働

基
準
監
督
署
の
大
久
保
一
樹
署

長
が
管
内
の
労
働
災
害
発
生
状

況
を
説
明
し
、「
今
後
も
安
全

な
作
業
を
続
け
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

ん
だ
道
路
美
化
活
動
を
実
施
し

た
。
同
事
務
所
職
員
や
関
係
市

町
職
員
、
支
部
会
員
な
ど
約
１

２
０
人
が
参
加
。
国
道
や
県
道

な
ど
計
約
12
㎞
区
間
で
道
路
の

清
掃
活
動
に
尽
力
し
た
。

　
参
加
者
は
下
妻
市
・
常
総

市
・
八
千
代
町
の
３
地
区
に
分

の
で
、
計
約
50
人
が
参
加
。
国

道
２
９
３
号
や
国
道
３
４
９
号

な
ど
の
歩
道
の
ご
み
の
回
収

と
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
１
６
３
基

２
４
６
枚
の
清
掃
を
行
っ
た
。

　
８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
に
あ
わ
せ
、
道
路
愛
護
思

想
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
道
路
の
清
掃
美
化
活

　
そ
の
後
、
日
立
労
働
基
準
監

督
署
の
大
場
廉
太
郎
第
三
方
面

主
任
監
督
官
が
「
建
設
現
場
に

お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
菊
地
広
美
安
全
衛

生
副
委
員
長
が
安
全
宣
言
。
労

働
災
害
防
止
活
動
を
第
一
に
掲

げ
、
安
全
作
業
を
推
進
す
る
こ

と
を
誓
っ
た
。

　
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

　
■
斉
藤
幸
次
（
今
川
建
材
㈱

代
表
取
締
役
）

　
■
小
椋
裕
子
（
㈱
宗
栄
代
表

取
締
役
）

　
■
鬼
沢
泰
裕
（
多
賀
土
木
㈱

土
木
部
）

　
■
藤
原
正
樹
（
多
賀
土
木
㈱

建
築
部
）

　
県
建
設
業
協
会
太
田
支
部

（
梅
原
基
弘
支
部
長
）
は
10
月

22
日
、「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

に
お
け
る
道
路
の
清
掃
美
化
活

蒙
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と

コ
メ
ン
ト
。

　
中
川
原
支
部
長
は
「
県
・
市

町
・
協
会
が
連
帯
し
て
活
動
す

る
こ
と
で
道
路
美
化
の
関
心
が

高
ま
り
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
な
れ
ば
」
と
期
待

し
た
。

　
参
加
者
は
歩
道
や
植
え
込
み

に
投
棄
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
空
き
缶
、
紙
ご
み
な
ど
を
回

収
。
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
３
地

区
合
計
で
約
１
２
０
㎏
に
な
っ

た
。

　
道
路
美
化
活
動
は
「
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
」
の
取
組
み
の
一

環
と
し
て
実
施
。
活
動
を
通
じ

て
建
設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
道
路
管
理
の
大
切
さ
を
訴

え
た
。

行
政
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
地

域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
共

創
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
シ

　
下
妻
市
は
、
市
道
７
０
９
３

号
線
（
下
栗
地
内
）
の
側
溝
改

修
工
事
を
実
施
す
る
。
年
内
の

発
注
を
予
定
し
て
お
り
、
発
注

方
式
は
指
名
競
争
入
札
を
想

定
。
工
期
は
４
カ
月
ほ
ど
を
見

道
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。そ
し
て
こ
の
清
掃
活
動
が
、

道
路
美
化
へ
の
関
心
を
高
め
る

一
助
と
な
れ
ば
」と
あ
い
さ
つ
。

　
梅
原
支
部
長
は
「
道
路
は
生

活
の
中
で
身
近
な
も
の
で
あ

り
、
生
活
や
防
災
の
面
に
お
い

て
有
意
義
で
価
値
の
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
清
掃
を
通
し

　
小
美
玉
市
は
、
新
た
な
産
業

用
地
の
確
保
に
向
け
、
適
地
選

定
業
務
を
㈱
Ａ
Ｎ
計
画
工
房

（
水
戸
市
）
へ
委
託
し
た
。
10

月
23
日
に
委
託
に
係
る
指
名
競

争
入
札
を
執
行
し
、
落
札
金
額

は
２
４
８
万
円（
税
抜
き
）だ
っ

た
。

　
今
回
、
委
託
し
た
業
務
で

は
、
茨
城
空
港
周
辺
や
空
港
ア

ク
セ
ス
沿
道
エ
リ
ア
な
ど
を
中

心
に
、
新
規
企
業
の
進
出
に
向

け
た
立
地
整
備
や
適
地
選
定
を

行
う
。
新
た
な
企
業
立
地
に
よ

り
を
目
指
し
、
地
域
の
お
手
本

に
な
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
日
立
警
察
署
の
木
村
大
樹
署

長
は
「
警
察
だ
け
で
は
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ず
、
皆
さ
ま
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
。
警
察
と
し
て
も
安
心
・

安
全
が
実
感
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
述
べ
た
。

か
れ
て
集
合
。
作
業
路
線
は
下

妻
市
内
の
国
道
１
２
５
号
線
・

県
道
下
妻
停
車
場
線
・
下
妻
市

道
、
常
総
市
内
の
国
道
２
９
４

号
線
・
県
道
土
浦
境
線
・
常
総

市
道
、
八
千
代
町
内
の
県
道
結

城
坂
東
線
・
県
道
若
境
線
・
八

千
代
町
道
の
計
約
12
㎞
。

　
常
総
地
区
で
は
常
総
市
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
藤
原

所
長
は
「
今
年
は
暑
さ
を
考
慮

し
て
こ
の
時
期
の
実
施
と
な
っ

た
。
道
路
が
き
れ
い
に
な
る
こ

と
が
利
用
者
の
道
路
愛
護
の
啓

　
県
な
ど
は
、
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
５
を
今
月

21
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
日
立

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
。
参
加
費
無
料
（
事
前
登
録

制
）。
森
本
章
倫
早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院
社
会
環
境
工
学
科

教
授
が
「
次
世
代
交
通
と
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
基

調
講
演
を
行
う
。

　
テ
ー
マ
は
『
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
た
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
』。
主
催
は
県
、
日

立
市
、
県
都
市
計
画
協
会
。

　
日
立
市
で
は
市
民
・
企
業
・

動
を
実
施
。
例
年
８
月
に
行
っ

て
い
た
が
、
猛
暑
や
熱
中
症
な

ど
を
考
慮
し
て
２
０
２
３
年
度

か
ら
10
月
に
実
施
し
て
い
る
。

　
常
陸
太
田
合
同
庁
舎
で
行
わ

れ
た
出
発
式
で
、
栗
原
所
長

は
「
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
や
行

楽
シ
ー
ズ
ン
で
県
北
を
訪
れ
た

方
々
に
、
よ
り
安
全
・
快
適
に

　
県
常
総
工
事
事
務
所
（
藤
原

輝
夫
所
長
）
と
県
建
設
業
協
会

常
総
支
部（
中
川
原
勇
支
部
長
）

は
10
月
22
日
、
道
の
日
に
ち
な

動
を
行
っ
た
。
県
常
陸
太
田
工

事
事
務
所
（
栗
原
栄
所
長
）
と

市
と
合
同
で
実
施
し
て
い
る
も

　
県
土
木
部
は
、
２
０
２
５
年

度
土
木
工
事
等
建
設
資
材
単
価

表
を
１
日
か
ら
改
定
し
た
。
前

回
か
ら
は
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
単
価
な
ど

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
小
山
修
共
創

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
本
部
部
長

が
日
立
製
作
所
と
と
も
に
取
り

組
む
次
世
代
未
来
都
市
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
紹
介

す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画

課
（
電
話
０
２
９

－

３
０
１

－

４
５
８
３
）。

込
ん
で
い
る
。

　
施
工
延
長
は
約
60
ｍ
。
場
所

は
下
栗
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
東
側
。

　
側
溝
に
蓋
が
な
い
状
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、こ
れ
を
改
修
し
、

地
元
要
望
に
応
え
て
通
行
の
安

全
性
を
確
保
す
る
。
工
法
に
つ

い
て
は
検
討
中
で
あ
る
と
の
こ

と
。

て
、
道
路
の
意
義
を
改
め
て
考

え
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
ほ
し

い
。
事
故
に
注
意
し
、
作
業
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
作
業
や
注
意
事
項

を
確
認
し
、
各
地
区
に
分
か
れ

て
清
掃
美
化
活
動
を
開
始
。
地

域
美
化
に
貢
献
し
た
。

り
新
規
雇
用
の
創
出
や
税
収
確

保
、
茨
城
空
港
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
な
げ
、
地
域
振

興
を
図
り
た
い
考
え
。

地
域
貢
献

　
　活

　動

地
域
貢
献

地
域
貢
献

地
域
貢
献

　
　活

　動

地
域
貢
献

地
域
貢
献

大久保署長

梅原支部長

藤原所長

大場主任監督官

栗原所長

中川原支部長

鈴木会長

木村署長

松山代表取締役社長

安
全
大
会

２
０
２
５
年
度

▲安全大会を通じて安全作業の推進を誓い合った

水戸支店　〒３１１－０１０２　茨城県那珂市向山９９４－６
ＴＥＬ： ０２９－２９８－８６４１　ＦＡＸ： ０２９－２９８－８６４６▲約120人が清掃活動に尽力した

▲県道など道路に落ちているごみを拾い集めた

　
山
関
氏
は
１
９
４
９
年
６
月

25
日
生
ま
れ
。
76
歳
。
中
央
工

　
古
平
氏
は
１
９
５
４
年
３
月

４
日
生
ま
れ
。
71
歳
。
県
立
上

学
校
測
量
科
卒
。
88
年
に
㈱
山

関
工
務
店
代
表
取
締
役
。
２
０

２
３
年
に
取
締
役
会
長
に
就
任

し
現
在
に
至
る
。
業
界
団
体
で

は
24
年
か
ら
県
鳶
・
土
木
工
業

会
の
会
長
、
県
鳶
・
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
技
能
士
会
の
会
長
な
ど
に

就
き
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
。

　
山
関
氏
は
卓
越
し
た
技
能
と

郷
農
業
高
等
学
校
農
業
科
卒
業

後
、
日
本
庭
園
の
造
園
師
に
な

る
こ
と
を
志
し
、
73
年
か
ら
造

園
業
を
営
ん
で
い
た
外
塚
農
園

に
勤
務
。
77
年
に
独
立
し
て
古

平
園
を
設
立
し
た
。
84
年
に
法

人
化
し
㈲
古
平
園
の
代
表
取
締

役
に
就
任
。
現
在
は
同
社
取
締

役
。

　
古
平
氏
は
50
年
以
上
に
わ
た

長
年
の
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
。

施
工
中
に
発
生
す
る
各
種
問
題

へ
事
前
に
対
処
す
る
感
性
と
五

感
で
感
じ
と
る
力
を
備
え
、
年

間
を
通
し
て
安
全
で
完
全
な
施

工
を
実
現
し
て
い
る
。

　
特
に
地
元
つ
く
ば
市
筑
波
山

の
山
頂
に
お
け
る
諸
施
設
の
仮

設
設
置
及
び
解
体
に
は
数
多
く

り
第
一
線
で
活
躍
。
形
式
に
と

ら
わ
れ
ず
時
代
に
あ
っ
た
庭
づ

く
り
を
第
一
に
考
え
る
。
特
に

古
平
氏
が
考
案
し
た
「
雲
仙
敷

き
」
と
呼
ば
れ
る
石
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
御
影
石
の
平
板
を
自

由
に
加
工
し
、
明
る
い
雰
囲
気

を
作
り
出
す
作
品
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
２
４
年
に
卓
越
し
た

技
能
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

携
わ
っ
て
い
る
。
24
年
に
は
卓

越
し
た
技
能
者
厚
生
労
働
大
臣

表
彰（
現
代
の
名
工
）を
受
賞
。

　
受
章
に
当
た
り
山
関
氏
は

「
半
世
紀
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
、
こ
の
道
一
筋
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

受
章
は
関
係
者
及
び
同
業
者
の

皆
様
の
力
添
え
に
よ
る
も
の
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
受
章
に

恥
じ
ぬ
よ
う
今
後
も
研
鑽
に
励

み
、
物
を
造
る
達
成
感
が
若
い

世
代
に
魅
力
の
あ
る
仕
事
と
映

る
よ
う
、
若
者
が
増
え
る
よ
う

な
環
境
造
り
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

2025年 秋の褒章2025年 秋の褒章
　11 月 3 日付で 2025 年秋の褒章受章者が発令された。本県関係では業務精励で県造園技能士会会長の古平
貞夫氏（㈲古平園取締役、造園工・卓越技能）、県鳶・土木工業会会長の山関忠氏（㈱山関工務店取締役会長、
建築鳶工・卓越技能）が黄綬褒章を受章。県内在住の受章者は 17 人（緑綬 1人、黄綬 9人、藍綬 7人）。

山や

ま

関ぜ

き　

 

忠た
だ
し 

氏

黄
綬
褒
章

㈱
山
関
工
務
店
取
締
役
会
長
／（
一
社
）茨
城
県
鳶
・
土
木
工
業
会
会
長

古こ

平だ
い
ら 

貞さ

だ

夫お 

氏

黄
綬
褒
章

㈲
古
平
園
取
締
役
／
茨
城
県
造
園
技
能
士
会
会
長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
現
代
の
名
工
）
を
受
賞
。

　
ま
た
、
20
年
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
県
造
園
技
能
士
会
会
長

を
務
め
て
い
る
。
高
校
生
に
梅

の
木
の
実
践
的
な
剪
定
方
法
を

教
え
る
な
ど
後
進
の
指
導
に
も

力
を
注
ぐ
。

　
受
章
に
当
た
り
古
平
氏
は

「
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
仕
事
を

お
認
め
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大

変
う
れ
し
く
、
ま
た
光
栄
に
思

い
ま
す
。
今
後
も
技
術
の
伝
達

や
後
進
の
指
導
に
尽
力
し
、
造

園
業
界
の
発
展
に
微
力
な
が
ら

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

多賀土木㈱

全
員
で
安
全
作
業
推
進
誓
う

約
100　
人
で
意
識
高
揚カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
美
化

道
路
の
ご
み
拾
い
美
化

道
路
清
掃
活
動
を
実
施約

120
人
が
清
掃
に
尽
力

県常陸太田工事
茨建協太田支部

県 常 総 工 事
茨建協常総支部

Ａ
Ｎ
計
画
工
房
へ
委
託

新
た
な
産
業
用
地
調
査

小美玉市

市
道
の
側
溝
改
修

指
名
競
争
は
年
内

《
下
妻
市
》

日
立
市
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
へ

県など

土
木
資
材
単
価
表
を
改
定

生
コ
ン
な
ど
が
上
昇

茨城県


